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バ
キ
が
屋
敷
を
ぐ
る
り
と
囲
ん
で
い
る
お
宅

で
会
員
さ
ん
た
ち
が
脚
立
に
上
が
り
リ
ズ

ム
よ
く
剪
定
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
お
宅
で

は
毎
年
、年
末
に
な
る
と
セ
ン
タ
ー
に
依
頼

し
て
整
え
て
も

ら
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

   

最
後
に
、紙

す
き
グ
ル
ー
プ

の
皆
さ
ん
の
所

へ
お
邪
魔
し
ま

し
た
。道
の
駅

「
田
原
め
っ
く

ん
は
う
す
」で
押
し
花
入
り
の
葉
書
や
小
物

入
れ
な
ど
販
売
し
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。紙
す
き
の
皆
さ
ん
が
、牛
乳

パ
ッ
ク
を
再
利
用
し
た
紙
を
す
い
て
作
っ
た

も
の
で
す
。き
っ
ち
り
と
縁
取
ら
れ
た
品
々

は
美
し
く
、私

も
押
し
花
入

り
の
は
が
き
の

愛
用
者
で
、受

け
取
っ
た
人

に「
こ
れ
手
作

り
？
い
い
ね
」

毛
筆
の
賞
状
書
き
の
仕
事
を
30
年
近
く
続
け

て
い
ま
す
。こ
の
日
も
一
枚
の
賞
状
を
丁
寧

に
書
い
て
い
ま
し
た
。

   

河
合
さ
ん
は
、「
歳
を
取
っ
て
も
仕
事
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
は
、生
活
に
ハ
リ
が
出
て

く
る
ね
。書
く
仕
事
は
自
分
の
楽
し
み
に
も

な
っ
て
い
る
よ
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。   　
　

　

次
に
、剪
定

作
業
を
さ
れ

て
い
る
会
員

さ
ん
を
訪
ね

ま
し
た
。イ
ヌ

マ
キ（
東
三
河

で
は
ホ
ソ
バ

と
い
う
）と
ツ

　

田
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
な
ら
で
は
の
仕
事
を
家
庭
・
企
業
・
公

共
団
体
な
ど
か
ら
引
き
受
け
て
会
員
に
提
供

し
て
い
ま
す
。現
在
３
０
０
人
近
い
方
が
会

員
登
録
し
、あ
て
名
書
き
や
除
草
・
草
刈
り
、

施
設
の
清

掃
、
庭
木

の
剪
定
な

ど
の
仕
事

を
し
て
い

ま
す
。　

野
田
町
に

お
住
ま
い

の
河
合
登

貴
夫
さ
ん

（
89
歳
）は

と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
会
員
さ
ん
も
、自
分
の
知
識
や
経

験
を
生
か
し
て
、い
き
い
き
と
働
い
て
い

ま
し
た
。

   

田
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
し
く
み

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、会
員
と
仕
事
を
募
集
し

て
い
ま
す
。働
き
た
い
方
、仕
事
を
頼
み
た

い
方
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
田
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
23
局
１
４
３
８

29
局
０
０
５
１

http://w
w

w
.sjc.ne.jp/tahara/　

　
　
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り　

　

田
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

　
60
歳
以
上
の
健
康
な
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
会
員
登
録
を
し
、
そ
の
方
々
の
知
識
や
経
験
を

生
か
し
た
仕
事
を
紹
介
し
て
い
る
田
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
。

　
仕
事
を
生
き
が
い
と
し
楽
し
く
働
く
会
員
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

広報サポーター
大久保ゆり

◦賞状を書く河合さん

◦剪定作業をする会員さん

◦小物入れを作る会員さん◦完成した作品

就業

会
員
登
録

配
分
金
の
支
払
い

シルバー
人材
センター

会員

発注者

仕事の依頼・

契約金の支払い

契約

▶センター事務局長
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セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
に
事
務
所
を
構
え
、
田

原
市
の
地
域
み
っ
ち
ゃ
く
生
活
情
報
誌
を
発

行
す
る
た
は
ら
は
な
ま
る
編
集
室
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

３
月
27
日
に
創
刊
す
る
「
た
は
ら
は
な
ま

る
」
は
、
毎
月
第
4
金
曜
日
に
田
原
市
の
全

世
帯
に
配
布
す
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
で
す
。

　

地
域
密
着
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
、
地
元
の

「
人
」「
歴
史
」「
文
化
」
な
ど
地
域
に
根
ざ

し
た
情
報
・
幅
広
い
年
齢
層
が
興
味
を
持
つ

情
報
を
盛
り
込
み
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
媒
体
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原
は
、「
た
は
ら
は

な
ま
る
」
に
情
報
提
供
し
、
一
緒
に
こ
の
街

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の

街
の
面
白
い
出
来
事
や
紹
介
し
た
い
場
所
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼（
株
）プ
ラ
イ
ズ
メ
ン
ト
た
は
ら
は
な
ま
る

編
集
室
☎
22
局
７
７
７
１
tahara870@

prizem
ent.com

▼
あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原
（
丸
山
）

☎
24
局
２
３
４
５

24
局
２
３
４
６

　　田原市グラウンドゴルフ協会

グラウンドゴルフ県大会優勝
　グラウンドゴルフとは、ボールを
専用クラブで、８カ所のホールポス
トに順番に入れるスポーツです。
　田原市グラウンドゴルフ協会は、
現在約200名の会員が共にプレー
し、親睦を深めています。
　昨年11月に行われた「グラウン
ドゴルフ県大会」では、会員の藤城
秀二さんが見事優勝に輝きました。
　皆さんも、私たちと一緒に楽しく
プレーしてみませんか。田原市グラ
ウンドゴルフ協会は、新たな会員を
お待ちしています。

▶田原市グラウンド・ゴルフ協会事
務局（甲斐）☎23局0376

投稿

◦表紙（イメージ）

投
稿

あ
つ
ま
る
タ
ウ
ン
田
原

　元日に行われたニューイヤー駅伝で、トヨタ自動車チームが
優勝したのは記憶に新しいと思います。その予選会をかねて
田原市内で行なわれた中部・北陸実業団対抗駅伝大会におい
て優勝したトヨタ自動車チームに、ＪＡ愛知みなみスプレーマ
ム部会の提供によるビクトリーブーケが手渡されていました。
　また、１月２９日のニューイヤー駅伝優勝報告会においても、
ビクトリーブーケが選手に手渡されました。田原市の花で激励

されて送り出されたトヨタ自動車チームが優勝という結果で祝福されたことは大変喜ばしい
ことであり、その場に花があるということも「花を贈るまち」らしい光景であると感じました。

◉花で激励、花で祝福

9

▶農政課 ☎23局3517

2月の
ガーベラ
（花／出荷時期：通年）

アレンジによく使われる花
で、県内１位の生産量、約
５８０万本出荷されています。

花ことば
神秘、崇高美

ストレリチア
（鉢花／出荷時期：４月～１０月）

色と花姿が印象的な花
で、約３000鉢出荷されて
います。

花ことば
恋する伊達者

◦優勝した藤城さん

３
／
27
創
刊　

田
原
に
密
着
し
た
生
活
情
報
誌
が
誕
生
！
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地
域
の
話
題

六
連
校
区

～
里
山
保
全
へつ
な
げ
る
ふ
れ
あ
い
～

里
山
保
全
活
動
な
ど
を
通
じ
、地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
い
る

六
連
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

ヒ
ラ
タ
ケ
・
シ
イ
タ
ケ
栽
培
体
験

　

六
連
校
区
で
は
毎
年
２
月
、
地
域
の
交

流
行
事
と
し
て「
キ
ノ
コ
栽
培
体
験
講
座
」

を
開
催
。
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
毎
年

１
０
０
名
ほ
ど
の
校
区
民
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
こ
の
講
座
は
３
年
前
に
始
ま
り
、

収
穫
も
良
好
な
こ
と
か
ら
校
区
行
事
と
し

て
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
栽
培
体
験
す
る

キ
ノ
コ
は
ヒ
ラ
タ
ケ
と
シ
イ
タ
ケ
で
す
。

　

ヒ
ラ
タ
ケ
に
つ
い
て
は
、
講
座
前
日
に

校
区
内
の
里
山
で
、
校
区
役
員
が
ホ
ダ
木

と
な
る
エ
ノ
キ
を
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
伐
採

す
る
こ
と
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
講
座
の

当
日
は
、
長
さ
１
ｍ
ほ
ど
の
原
木
を
接
種

直
前
に
30
セ
ン
チ
前
後
に
玉
切
り
（
枝
払

い
し
丸
太
と
す
る
こ
と
）
し
、
切
り
口
の

合
っ
た
も
の
を
２
個
１
組
に
し
ま
す
。
切

断
面
に
ヒ
ラ
タ
ケ
菌
を
塗
っ
た
ら
元
の
よ

う
に
合
わ
せ
て
釘
止
め
し
ま
す
。
参
加
者

の
自
宅
で
半
日
陰
に
置
く
な
ど
を
半
年
あ

ま
り
続
け
、
11
月
ご
ろ
に
収
穫
し
ま
す
。

　

シ
イ
タ
ケ
に
つ
い
て
は
、
ド
ン
グ
リ
の

木
を
ホ
ダ
木
と
し
て
購
入
し
て
い
ま
す
。

講
座
で
は
側
面
に
数
カ
所
の
穴
を
電
動
ド

リ
ル
で
開
け
、
種
駒
（
木
駒
に
菌
糸
を
培

養
さ
せ
た
も
の
）
を
金
づ
ち
で
埋
め
込
み

ま
す
。
こ
の
作
業
が
子
ど
も
た
ち
は
楽
し

い
よ
う
で
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
す
。

収
穫
時
期
は
、
ヒ
ラ
タ
ケ
と
は
異
な
り
１

年
半
か
ら
２
年
後
で
す
。

　

ど
ち
ら
も
、
天
ぷ
ら
や
バ
タ
ー
焼
き
、

み
そ
汁
や
鍋
の
具
に
と
、
各
家
庭
で
お
い

し
く
調
理
さ
れ
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の

食
卓
を
に
ぎ
わ
し
て
く
れ
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
楽
し
み
は
？

　

講
座
で
は
、
校
区
役
員
が
調
理
し
た
豚

汁
と
石
焼
き
芋
が
食
べ
放
題
で
用
意
さ
れ

ま
す
。
普
段
と
は
違
う
慣
れ
な
い
作
業
に

お
腹
を
空
か
せ
た

参
加
者
が
、
温
か

い
食
事
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
歓
談

す
る
の
も
、
こ
の

行
事
の
人
気
の
ひ

と
つ
で
す
。

大
切
な
里
山
を
い
つ
ま
で
も

　

里
山
を
整
備
す
る
と
い
ろ
い
ろ
な
樹
木

が
伐
採
さ
れ
ま
す
。
料
理
な
ど
の
燃
料
、

野
外
遊
具
や
工
芸
品
の
材
料
、
遊
歩
道
や

階
段
整
備
の
資
材
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す

が
、
キ
ノ
コ
栽
培
の
材
料
と
し
て
も
高
い

利
用
価
値
が
あ
り
、
活
用
し
な
い
手
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

里
山
は
災
害
を
防
い
だ
り
、
空
気
を
き

れ
い
に
し
た
り
も
し
て
く
れ
ま
す
。
次
の

世
代
に
も
、
豊
か
な
姿
で
残
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲皆に人気の豚汁を作ります

▲たくさん生えますように（シイタケの種駒の埋め込み作業） ▲ホダ木となるエノキを里山で伐採する様子

六連校区

田原市役所

三河田原 神戸 豊島
やぐま台

杉山

老津

259

259

42

42

六連市民館259

渥美支所 赤羽根市民センター

六連小
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平成27年度市民協働関連補助金募集スタート!
　各種市民協働関連補助金の申請受付を２月２５日（水）から開始します。
あなたの市民活動に、ぜひご活用ください。
※すべて平成 28 年 2 月末日までに完了する事業が対象

◉市民協働まちづくり事業補助金
　市民活動団体による、地域づくり、清掃活動、福祉活動など、公共性
および公益性の高い事業を支援します。
応募要件　市内で公益活動を行う５名以上で構成された団体

◉新規団体活動補助金
　設立２年未満の団体による、福祉、環境、まちづくりなどの活動で、市民感覚の柔軟なアイデアや発想のある
事業を支援します。
応募要件　市内で公益活動を行う５名以上で構成された団体（設立２年未満）

◉人材養成活動補助金
　市民活動推進に有効な講座の受講料、交通費、受講に必要なテキスト代などを支援します。
応募要件　平成27年4月1日現在で田原市内の市民活動団体（５名以上で構成された団体）に所属している方

◉市民活動チャレンジ支援補助金
　若者の市民活動団体による公益活動を支援します。
応募要件　市内で活動を行う青年層（おおむね18～40歳）5名以上で構成された団体

支援制度情報

補助額 募集締め切り 選考方法

事業費10万円以上のもの 事業費の2分の1
（上限20万円） 3月31日火 書類審査　公開審査会（4月15日水）

※予算の範囲内で審査結果順

事業費10万円未満のもの 事業費の2分の1
（5万円未満） 平成28年１月29日金※随時募集 書類審査　※予算の範囲内で先着順

申請方法　市民協働課、市民活動支援センターで配布する申請書類に必要事項を記入のうえ、直接または郵送に
て提出（申請書類は市ホームページからもダウンロード可 http://www.city.tahara.aichi.jp/）

申 請 先　市民協働課または市民活動支援センター
そ の 他　平成27年度予算が確定するまでは、仮受付とします。／補助金の応募方法、申請書の書き方に関

するご相談は、市民活動支援センターで随時受け付けています。お気軽にご相談ください。
《平成26 年度事業報告会》ー公開ー
今年度の補助金採択団体が、それぞれの活動報告を行います。補助申請の参考にもなりますので、ぜひお越
しください。※申し込み不要／入退場自由
◦日時：３月13日金午後７時～　◦場所：田原文化会館201・202会議室

補助額 募集締め切り 選考方法

事業費の全額（上限5万円） 平成28年１月29日金※随時募集 書類審査　※予算の範囲内で先着順

補助額 募集締め切り 選考方法

事業費の全額または一部（上限3万円） 平成28年１月29日金※随時募集 書類審査　※予算の範囲内で先着順

補助額 募集締め切り 選考方法

事業費の2分の1（上限10万円） 平成28年１月29日金※随時募集 書類審査　※予算の範囲内で先着順

☎ 22局 1111（内線812）※開設時間のみ
 23 局 0180 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/

田原市民活動支援センター メールマガジン配信中です！
センターから市民活動に関する新鮮な情報を
随時、お届けします。配信ご希望の方は、メー
ル本文に「メール配信希望」とご記入の上、
左記センターアドレスへメール送信ください。

市民活動を応援するページ
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学校生活の
一コマを紹介

77

大自然の中、ウインタースポーツを満喫

　中山小学校では、20年ほど前から毎年、５年生がスキー教
室を実施しています。最近２年間は、子どもたちの希望を取
り入れ、スノーボードも選択できるようにしています。長野
県あららぎ高原スキー場まで出かけ、２日間ウインタース
ポーツを楽しみます。子どもたちは、この２日間で、みるみ
るスキーやスノーボードの技術を向上させていきます。そ
して、田原市では体験できない、雪国ならではの貴重な体験
をしてきます。
　このスキー・スノーボード教室では、スポーツを体験する
だけでなく、集団生活の中できまりを守る大切さを知った
り、「旅のしおり」を自分で確認して５分前行動を心がけた
りします。また、世話をしてくださる旅館の方やインストラ
クターの方に感謝の気持ちを表すことも、大事な社会勉強
となります。
　現在、このようなスキー教室を実施している学校は少な
いと思いますが、中山小学校では価値のある活動としてと
らえています。今後も、本校の特色ある行事として続けてい
きたいと考えています。

中山小学校「スキー・スノーボード教室」

　　夢を抱く子 ～生き方を学び考える夢育活動の推進～

　田原中部小では、「生活科」「総合的な学習の時間」
「特別活動」を統合した『夢育活動』を教育課程に位
置付けて、学習に取り組んでいます。「ふるさと田原」の自
然や文化、伝統、防災、福祉などを素材として学習する中
で、将来、社会へ出てたくましく生きていけるように、地域
への愛着を高めたり、人としての生き方を考えたりする活
動をしています。
　６年生の「動き出せ！われら、未来の『夢W

ワ ー カ ー

ORKER』」
という学習では、働くことがどんなことかを実感したいと考
えた子どもたちが、市役所街づくり推進課や「あつまるタウ
ン田原」、成章高校商業科が進めている「幸せの四つ葉
プロジェクト」に参加しました。成章高校商業科の模擬子会社となって「幸せのミサンガ」の製作を行い、蔵王山
展望祭りで販売しました。何度も作り直して、商品として販売できる品物を作り上げました。働くことの大変さを実感
した子どもたちでしたが、瞬く間に完売し、達成感も味わいました。こうした学習を通して、夢を抱く子どもが育つこと
を願い、今後も夢育活動に取り組んでいきたいと思います。

田原中部小学校　「ふるさとキャリア教育」

●学校教育課☎２３局３６７９

　今回は、小学校での「ふるさとキャリア教育」と「スキー・スノー
ボード教室」の様子をご紹介します。

▲製作したミサンガを販売する子どもたち

▲スノーボードを習う子どもたち

▲全員そろって記念写真

平成27年 2月15日 　　　　　　　　　　　　 6



田原市長選挙
投票日：平成27年4月26日日
　（告示日：平成27 年4月19 日日）
■選挙運動説明会
立候補予定者および運動員を対象とした選挙運
動説明会を次のとおり開催しますので、関係者
はご出席ください。
▶日時＝３月 24 日（火）14：00 ～
▶場所＝田原市役所 302 会議室（北庁舎３階）
▶その他＝１候補者につき３名まで出席可

〈愛知県議会議員一般選挙〉
投票日＝平成27年4月12日日
（告示日＝平成27年4月3日金）
　　　　　　　　　

期　日 内　容

３月24日（火）選挙運動・立候補事務手続説明会（14：00～／302会議室（北庁舎3階））

4月15日（水）立候補届出書類事前審査（９：00～16：00／302会議室（北庁舎3階））

4月18日（土）選挙時登録基準日選挙人名簿登録日

4月19日（日）選挙告示・立候補受付（８：30～17：00／301会議室（北庁舎3階））

4月20日（月）期日前投票・不在者投票開始

4月25日（土）選挙運動最終日期日前投票・不在者投票最終日

4月26日（日）投票日（7：00～20：00／各投票所）開票（21：30～／田原市総合体育館）

■田原市長選挙日程

平成 27 年 2 月1 日執行
愛知県知事選挙 開票結果
2 月1日（日）に行われた愛知県知事選挙
の開票結果は以下のとおりです。

（得票順）

平成 27 年 2 月1 日執行
田原市議会議員一般選挙　結果
1 月25日（日）の告示日において、立候補届出者が定
数の 18 人であったため、無投票となり、以下の 18 人
の方々が当選しました。（届出順）

候補者氏名【敬称略】 得票数 愛知県計 当選

大村ひであき 
（無所属） 18,150 1,629,147 ◎

小松たみこ 
（無所属） 3,608 391,308

▶田原市選挙管理委員会（総務課内）
☎23局3506

選挙結果をお伝えします

候補者氏名【敬称略】 候補者氏名【敬称略】

こうべ　正男 森下　たかじ

杉浦　文平 仲谷　まさひろ

大竹　まさあき 平松　あきのり

辻　ふみこ 太田　ゆきお

古川　みさか 荒木　茂

赤尾　まさあき 彦坂　ひさのぶ

広中　せいすけ 岡本　さだあき

中神　やすのり わたらい　清継

小川　たかお 長神　たかし

│ 7 │　　　　　　　　　　　　　平成 27 年 2 月15 日



▪
違
反
ご
み
と
は
？

◦
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み

◦
指
定
袋
に
入
っ
て
い
な
い
ご
み

◦
収
集
日
以
外
に
出
さ
れ
た
ご
み　

◦
粗
大
ご
み

◦
事
業
系
ご
み

　

こ
れ
ら
の
違
反
ご
み

は
、注
意
喚
起
の
た
め

「
違
反
ご
み
シ
ー
ル
」を

貼
っ
て
、し
ば
ら
く
の
間

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
残
し
て
お
き
ま
す
。

　

ご
自
分
が
出
し
た
ご
み
が
残
さ
れ
て
い
た

ら
、違
反
理
由
を
確
認
し
、適
正
に
出
し
直
し

て
く
だ
さ
い
。

▪
違
反
ご
み
件
数　

　

　

平
成
23
年
度
…
３
４
２
８
件

　

平
成
24
年
度
…
３
２
４
５
件

　

平
成
25
年
度
…
３
３
７
２
件

▪
間
違
え
や
す
い
ご
み

◉
布
類
と
し
て
出
せ
な
い
も
の　

◦
布
団
・
敷
き
パ
ッ
ド
・
じ
ゅ
う
た
ん
・

マ
ッ
ト
レ
ス
＝
粗
大
ご
み

◦
つ
ば
付
き
の
帽
子
＝
も
や
せ
る
ご
み

◦
枕
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
・
金
具
付
き
の
か
ば

ん
＝
も
や
せ
な
い
ご
み

◉
も
や
せ
な
い
ご
み
と
し
て
出
せ
な
い
も
の

◦
座
い
す
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
大
型
家

具
・
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
の
大
型
家
電
＝

粗
大
ご
み

◉
市
で
引
き
取
れ
な
い
も
の　

◦
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・
消
火
器
＝
販

売
店
に
処
分
を
依
頼

※
粗
大
ご
み
は
、
直
接
各
資
源
化
・
環
境

セ
ン
タ
ー
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

違
反
ご
み
は
、
景
観
や
公
衆
衛
生
を
損

ね
る
だ
け
で
な
く
、
処
理
に
多
大
な
経
費

が
か
か
り
ま
す
。
ご
み
を
出
す
と
き
に
は
、

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
確
認
し
、

ル
ー
ル
を
守
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８

23
局
０
１
８
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

エ
ネ
に
効
果
的
で
す
。

▪
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
に
登
録

し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
20
年
か
ら
登
録
を
開
始
し
た
た
は

ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
シ
ー
ト
の

内
容
を
見
直
し
、
装
い
新
た
に
再
登
録
を

開
始
し
ま
し
た
。
登
録
証
を
持
っ
て
環
境

政
策
課
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

る
と
特
典
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
登
録

し
ま
し
ょ
う
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
７
４
０
１

23
局
０
１
８
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

２
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
で
す　

　

増
加
し
続
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
。

そ
の
要
因
に
は
、世
帯
数
の
増
加
と
と
も

に
エ
ア
コ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
家
電
製
品

が
普
及
し
て
き
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、快

適
を
求
め
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が

影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
省
エ
ネ
に
つ
な
が
る
家
電
製
品

の
上
手
な
使
い
方
を
紹
介
し
ま
す
。

◉
エ
ア
コ
ン

　

カ
ー
テ
ン
で
窓
か
ら
の
熱
の
出
入
り
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◉
電
気
冷
蔵
庫

　

冷
蔵
庫
は
壁
と
適
当
な
間
隔
を
あ
け
て

置
き
ま
し
ょ
う
。冷
蔵
庫
は
庫
外
の
室
温

が
低
い
ほ
う
が
効
率
よ
く
冷
え
ま
す
。

◉
ジ
ャ
ー
炊
飯
器

　

な
る
べ
く
保
温
時
間
を
短
く
す
る
こ
と

が
一
番
の
省
エ
ネ
に
な
り
ま
す
。

◉
電
子
レ
ン
ジ

　

野
菜
な
ど
の
下
ご
し
ら
え
に
電
子
レ
ン

ジ
を
使
い
ま
し
ょ
う
。調
理
時
間
の
短
縮

に
も
な
り
ま
す
。

◉
電
気
便
座

　

冬
は
フ
タ
を
閉
め
て
放
熱
を
防
ぐ
と
省

❖
登
録
方
法

◦
登
録
シ
ー
ト
に
氏
名
・
住
所
な
ど
必
要

事
項
を
記
入
し
、
家
庭
で
で
き
る
省
エ

ネ
取
組
内
容
の
一
覧
で
、
自
分
で
も
で

き
る
と
思
う
も
の
に
チ
ェ
ッ
ク
。
※
登

録
シ
ー
ト
は
市
役
所
環
境
政
策
課
窓
口

で
配
布
し
て
い
ま
す
。（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）

◦
登
録
シ
ー
ト
を
環

境
政
策
課
窓
口
に

提
出
。

◦
後
日
、
登
録
証
と

記
念
品
が
郵
送
。

　

ご
み
出
し
ル
ー
ル
の
守
ら
れ
て
い
な
い

「
違
反
ご
み
」が
、ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
、違

反
ご
み
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

29

104
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11

情
報
発
信
な
ど
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て

しろ
ちゃん

vol.5
▶街づくり推進課 ☎23局3535

こ
ん
に
ち
は
、〝
し
ろ
ち
ゃ
ん
〟
で
す
。

田
原
市
で
は
昨
年
12
月
に
市
民
の

皆
さ
ん
に
、
災
害
時
に
必
要
な
情
報
を

迅
速
に
提
供
す
る
た
め
に
、
ヤ
フ
ー
株
式

会
社
と
「
災
害
に
係
る
情
報
発
信
等
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

▪
協
定
の
主
な
内
容

◦
災
害
時
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
接
続

が
集
中
し
閲
覧
し
づ
ら
い
状
況
を
防

ぐ
た
め
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
サ
イ
ト
（
別
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）

を
ヤ
フ
ー
に
掲
載
し
、
接
続
を
分
散

し
ま
す
。（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
更
新

さ
れ
る
と
情
報
が
反
映
さ
れ
ま
す
）

◦
平
常
時
か
ら
市
内
の
避
難
所
な
ど
の

防
災
情
報
を
ヤ
フ
ー
に
掲
載
し
ま
す
。

◦
市
内
の
避
難
情
報
、
被
害
状
況
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
、
必
要
救
援
物
資
な
ど

の
情
報
を
ヤ
フ
ー
に
掲
載
し
ま
す
。

▪
災
害
時
に
備
え
連
携
を
強
化

　

田
原
市
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
他
自

治
体
と
の
相
互
応
援
協
定
や
、
民
間
企

業
と
の
応
急
生
活
物
資
の
調
達
に
関
す

る
協
定
、
各
種
団
体
と
の
応
援
活
動
協

定
な
ど
数
多
く
の
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、
平
成
27
年
１
月
末
現
在
で
50
の
協

定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

田
原
災
害
対
策
連
絡
会
が
発
足

　
１
月
６
日
（
火
）、
田
原
警
察
署
に
お
い

て
田
原
災
害
対
策
連
絡
会
の
発
足
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
田
原
市
、
田

原
市
消
防
本
部
、
田
原
市
消
防
団
、
自

主
防
災
会
、
海
上
保
安
庁
三
河
海
上
保

安
署
、
田
原
警
察
署
、
安
全
波
乗
隊
の
７

機
関
で
構
成
さ
れ
、
災
害
現
場
で
迅
速
か

つ
的
確
な
避
難
、
救
助
活
動
、
被
災
者
救

援
活
動
な
ど
を
実
現
す
る
た
め
に
発
足
し

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
情
報

や
意
見
の
交
換
、

合
同
訓
練
な
ど

を
行
い
、
地
域
の

連
携
を
強
化
す
る

た
め
に
活
動
し
ま

す
。

◉景観でまちおこし～福江＊つるし飾りロード～
　まだまだ寒い毎日ですが、渥美半島では菜の花が
咲き誇り、一足早い春を感じることができます。福江町
の免々田川沿いも、地域の方々が育てた菜の花で彩

られ、美しい景観をつくりだし
ています。今回は、今年で２
年目を迎える「福江＊つるし
飾りロード」（３月１５日まで開
催）をご紹介します。

　この取り組みは、渥美ロータリークラブが主催する
免々田川「菜の花・桜まつり」に合わせ、清田・福
江校区まちづくり推進協議会が開催します。これは、
早咲きの河津桜が咲く免々田川沿いから続く福江地区
の店舗の軒先などに、子どもたちが作成したつるし飾
りや一輪挿し、のれんなどを飾り、まちなかへ観光客

などを誘導すること
でにぎわいを創出し
ようとするものです。
保育園児からお年
寄りまで参加して展
示は約１１０カ所と
なり、地域ぐるみの
景観まちおこしへと
発展しました。福江＊つるし飾りロードマップは、田原
市博物館のホームページからダウンロードすることができ
ます。ぜひ皆さんも福江に足を運び、かわいいつるし
飾りを見ながら、まちなかの散策を楽しんでくださいね。
田原市博物館のホームページ
http://www.taharamuseum.gr.jp/
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田
原
市
博
物
館
（
４
月
11
日
～
５
月
24

日
）
渥
美
郷
土
資
料
館
（
４
月
25
日
～
６

月
７
日
）
で
開
催
す
る
企
画
展
の
展
示
室

監
視
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
＝【
博
物
館
】７
名
程
度【
郷

土
資
料
館
】
７
名
程
度　

▼
勤
務
内
容
＝

展
示
室
監
視　

▼
勤
務
形
態
＝
午
前
９
時

～
午
後
１
時
と
午
後
１
時
～
５
時
の
交
替

勤
務　

▼
賃
金
＝
時
給
８
５
０
円　

▼
選

考
方
法
＝
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
書
類

選
考
後
、
面
接
（
期
日
な
ど
詳
細
は
後
日

通
知
）　

▼
申
し
込
み
＝
３
月
10
日
（
火
）

ま
で
に
田
原
市
博
物
館
に
あ
る
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
開
館
時
間
内
に

提
出
（
郵
送
不
可
）

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０

22
局
２
０
２
８

「
サ
ン
テ
フ
ァ
ー
ム
」
お
よ
び

「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
利
用
者

　

い
ず
れ
も
１
区
画
20
㎡（
５
ｍ
×
４
ｍ
）

の
広
さ
で
、
利
用
期
間
は
４
月
１
日
～
平

成
28
年
３
月
31
日
、
利
用
料
は
年
額

５
０
０
０
円
で
す
。
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▪
サ
ン
テ
フ
ァ
ー
ム

▼
場
所
＝
田
原
市
野
田
町
芦
ヶ
池
地
内　

▼
区
画
数
＝
90
区
画　

▼
申
し
込
み
＝
サ

ン
テ
パ
ル
ク
に
あ
る
利
用
許
可
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出　

▼
受
付

期
間
＝
２
月
16
日（
月
）～
３
月
６
日（
金
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４

25
局
１
２
３
５

▪
田
原
市
民
ふ
れ
あ
い
農
園

▼
場
所
＝
田
原
市
田
原
町
北
荒
井
地
内

▼
区
画
数
＝
50
区
画　

▼
申
し
込
み
＝
農

政
課
ま
た
は
営
農
支
援
課
に
あ
る
利
用
許

可
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提

出　

▼
受
付
期
間
＝
２
月
16
日（
月
）～
３

月
６
日（
金
）
　

▼
営
農
支
援
課（
田
原
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
22
局
１
１
２
６

22
局
１
１
２
７

自
衛
官
・
予
備
自
衛
官
補

▪
自
衛
官
（
一
般
幹
部
候
補
生
）

▼
応
募
資
格
＝
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

（
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）　

▼
受
付
期

間
＝
３
月
１
日
（
日
）
～
５
月
１
日
（
金
）　

▼
入
隊
＝
平
成
28
年
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬

▪
予
備
自
衛
官
補

▼
応
募
資
格
＝
一
般
（
18
歳
以
上
34
歳
未

満
の
方
）、
技
能
（
18
歳
以
上
の
方
［
保

有
す
る
技
能
に
応
じ
て
53
歳
未
満
～
55
歳

未
満
］）
／
い
ず
れ
も
平
成
27
年
７
月
１

日
現
在　

▼
受
付
期
間
＝
３
月
24
日（
火
）

ま
で　

▼
教
育
訓
練
開
始
＝
７
月
以
降

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
２
６
９
３

http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/

デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
ヂ
大
会  

参
加
者

▼
対
象
＝
【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部（
小
学
生
）】

１
チ
ー
ム
12
名
【
一
般
の
部（
中
学
生
以

上
）】
１
チ
ー
ム
９
名　

▼
日
時
＝
３
月

22
日（
日
）午
後
１
時
～
（
参
加
数
に
よ
っ

て
変
更
あ
り
）　

▼
場
所
＝
渥
美
運
動
公

園
屋
内
競
技
場　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
３
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
、

ス
ポ
ー
ツ
課
、
田
原
文
化
会
館
、
赤
羽
根

文
化
会
館
、
渥
美
運
動
公
園
、
各
市
民
館

に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
申
込
用
紙
設
置
施
設
に
直
接
提
出

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

平
成
27
年
度
愛
知
県
要
約
筆
記
者

養
成
講
習
会  

受
講
者

▼
対
象
＝
愛
知
県
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

し
、
聴
覚
障
害
者
の
福
祉
に
理
解
と
熱
意

を
有
し
、
要
約
筆
記
活
動
お
よ
び
聴
覚
障

害
者
の
支
援
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る

20
歳
以
上
60
歳
以
下
の
方　

▼
期
間
＝

４
月
12
日
（
日
）
～
平
成
28
年
１
月
24

日
（
日
）
全
20
回　

▼
場
所
＝
ウ
ィ
ル

あ
い
ち
（
名
古
屋
市
東
区
上
竪
杉
町
１

番
地
）
▼
定
員
＝【
手
書
き
コ
ー
ス
】
20

名
以
内
【
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
】
20
名
以

内　

▼
参
加
料
＝
１
万
２
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
３
４
０
０
円
別
途
）　

▼
申
し

込
み
＝
３
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
受
講

申
込
書
（http://w

w
w

.geocities.jp/
npoainantyou/

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
に
て

（
消
印
有
効
）

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
愛
知
県
難
聴
・
中
途
失
聴

者
協
会
事
務
局（
井
川
方
）（
〒
４
７
９

－

０
８
０
３ 

常
滑
市
檜
原
字
長
曽
９

－

17
）

☎
（
０
５
６
９
）35
局
７
４
６
０

npoainantyou@
yahoo.co.jp

田
原
市
博
物
館
企
画
展
監
視
員

募
集

W
A
N
TED
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生
活

LIFE
鳥
羽
伊
良
湖
観
光
交
流
イ
ベ
ン
ト

「
鳥
羽
VS
伊
良
湖
勝
つ
の
は
ど
っ
ち
？
」

　

田
原
市
と
鳥
羽
市
に
よ
る
次
年
度
の
開

催
地
を
か
け
た
対
決
で
す
。

▼
日
時
＝
３
月
７
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
４
時　

▼
場
所
＝
伊
良
湖
港
緑
地
公

園
（
道
の
駅
伊
良
湖
ク
リ
ス
タ
ル
ポ
ル
ト

東
側
）　

▼
内
容
＝
鳥
羽
市
の
海
女
小
屋

体
験
や
海
女
衣
装
貸
出
、
鳥
羽
市
の
伊
勢

え
び
と
田
原
市
の
野
菜
を
使
っ
た
コ
ラ
ボ

鍋
の
試
食
、
大
あ
さ
り
（
田
原
市
）
カ
キ

（
鳥
羽
市
）
の

食
べ
比
べ
対
決

（
無
料
）
や
特

産
品
の
販
売
、

菜
の
花
ま
つ
り

会
場
と
の
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
や

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
餅
投
げ
な
ど
。
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。　

▼
主
催
＝
田
原
市
・
鳥
羽
市　

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

syoko@
city.tahara.aichi.jp

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
日
～
７
日
土

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
寒
さ
も
和
ら
ぎ
、

火
へ
の
注
意
も
緩
み
が
ち
に
な
り
ま
す
。

火
災
か
ら
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
、
火

の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◉
住
宅
防
火
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

❶
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

❷
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
う
。

❸
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど

の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火

を
消
す
。

❹
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
消
防
法

に
よ
り
す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
「
住
宅
用
火
災

警
報
器
」
を
設
置
す
る
。

❺
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
寝
具

や
衣
類
・
カ
ー
テ
ン
な
ど
は
、
防
炎

製
品
を
使
用
す
る
。

❻
火
災
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
住

宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

❼
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方
を
守

る
た
め
に
、
近
所
の
協
力
体
制
を
整

え
て
お
く
。

◉
平
成
26
年
度
防
火
標
語

　「
も
う
い
い
か
い
　
火
を
消
す
ま
で
は

ま
あ
だ
だ
よ
」

▼
消
防
課

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
が

終
了
し
ま
す

　
　

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
ア
ナ
ロ
グ
テ

レ
ビ
へ
の
デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
は
、

平
成
27
年
３
月
に
終
了
し
ま
す
。
デ
ジ
ア

ナ
変
換
視
聴
者
の
方
は
、
お
お
む
ね
、
次

の
い
ず
れ
か
の
対
応
が
必
要
で
す
。

・
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ
ビ
に
買
い

換
え
る
。

・
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
接
続
す
る
。

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し
て
専
用

チ
ュ
ー
ナ
ー
（
セ
ッ
ト
ト
ッ
プ
ボ
ッ
ク

ス
）
を
接
続
す
る
。

▼
総
務
省　

地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
受
付
：
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

☎
０
５
７
０（
07
）０
１
０
１

パブリックコメント

 意見募集！
　パブリックコメント手続制度に基づき、
次の案件について意見を募集します。
　より良いまちづくりのため、皆さんの
ご意見をお聞かせください。

▶意見募集期間＝3月2日月～3月31日火

1特別用途地区（大規模集客施設制限地区）に係る建築条例案
コンパクトな都市構造を形成するうえで、地域の交通環境に大きな影響
を与える可能性のある大規模集客
施設について、都市計画法に基づく
特別用途地区（大規模集客施設制限
地区）内において、その立地を制限
するための条例を制定します。
担当課▶街づくり推進課 
☎23局3535  22局3811 machi@city.tahara.aichi.jp

▪意見提出方法
①公表場所へ持参②郵便③ＦＡＸ④Ｅメール
住所、氏名、電話番号を明記のうえ提出してください。（個々のご意見には直
接回答しません。）
▪計画案の公表場所
各案件の担当課、市役所情報広場、赤羽根市民センター、渥美支所地域課、中央
図書館、市ホームページ

http://www.city.tahara.aichi.jp/
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郷土史編さん室 　36局6503

田原・赤羽根史現代編編集委員会

其の

4

　

赤
羽
根
村
は
、昭
和
33
年
（
１
９
５
８
）

11
月
１
日
に
町
制
を
施
行
し
て
、
人
口

７
３
４
８
人
、
戸
数
１
３
０
２
戸
の
「
赤

羽
根
町
」
と
な
り
ま
し
た
。
同
年
９
月
11

日
付
「
村
を
町
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

申
請
書
」
で
は
、
町
制
を
施
行
し
よ
う
と

す
る
理
由
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
原
文
を
基
に
一
部
表
記
を
改
め
た
）

　
「
赤
羽
根
村
は
渥
美
半
島
の
中
央
部

に
あ
っ
て
、
太
平
洋
に
面
す
る
面
積

二
三
・
七
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
農
業

を
主
体
と
す
る
豊
か
な
る
一
村
で
あ
っ

て
、
住
民
は
古
く
か
ら
太
平
洋
の
荒
波
に

き
た
え
ら
れ
た
根
強
さ
を
持
っ
て
お
り
、

農
業
の
多
角
化
と
機
械
化
と
に
よ
っ
て
経

済
力
は
急
速
に
伸
張
し
、
村
民
の
文
化
的

生
活
も
ま
た
急
速
に
向
上
し
た
。

　
又ま
た

、
交
通
に
お
い
て
も
、
村
の
東
西
を

貫
く
主
要
県
道
は
近
年
拡
張
改
修
せ
ら
れ

て
物
資
の
出
荷
搬
入
も
非
常
に
容
易
と
な

り
、
交
通
量
も
急
増
し
交
通
は
極
め
て
便

利
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
商
工
業
の

発
達
を
促
し
、
俸
ほ
う
き
ゅ
う給
生
活
も
増
加
し
、
都

市
的
業
態
の
戸
数
は
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
。

　
一
面
、
渥
美
半
島
の
観
光
客
は
近
年
非

常
に
増
加
し
て
、
大お
お
や
ま山
々さ
ん
ろ
く麓
の
原
生
林
や

咲
き
乱
れ
る
各
種
の
お
花
畠ば
た
けの
見
物
客
、

又
、
漁
港
の
釣
り
客
等
、
活
況
を
呈
し
て

い
る
。

　
特
に
農
林
省
の
指
定
に
よ
る
赤
羽
根
漁

港
は
太
平
洋
に
三
百
数
十
メ
ー
ト
ル
の
突

堤
を
築
く
大
工
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
修

築
の
暁
に
は
二
、三
百
ト
ン
級
の
漁
船
を

収
容
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
村
の
産
業

は
革
命
的
に
発
展
し
、
人
口
の
増
加
、
商

工
業
の
発
展
が
期
待
さ
れ
、
町
と
し
て
の

将
来
性
は
大
い
に
期
待
さ
れ

る
。（
以
下
略
）」

　

町
制
施
行
当
時
の
赤
羽
根

町
は
、
現
在
同
様
に
農
業
が
主

要
産
業
で
、
後
に
豊
川
用
水
の

通
水
を
一
つ
の
契
機
と
し
て

日
本
有
数
の
農
業
地
帯
へ
と

発
展
し
て
い
く
の
で
す
が
、
当

時
の
記
録
を
調
べ
て
み
る
と
、

意
外
に
も
農
業
へ
の
期
待
は

二
の
次
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
も
期
待
さ
れ
て
い
た
事

業
、
そ
れ
は
遠
洋
漁
業
基
地

と
し
て
の
赤
羽
根
漁
港
の
建

設
計
画
で
し
た
。
工
事
は
昭

昭
和
33
年
町
制
施
行

当
時
の
赤
羽
根
町
の
様
子

和
28
年
か
ら
始
ま
り
、
完
成
時
に
は
中
型

漁
船
80
隻
を
収
容
す
る
計
画
で
、
金き
ん
ば
ら原
新

町
長
は
当
時
の
新
聞
で
「
実
現
の
暁
に
は

人
口
三
万
人
の
都
市
建
設
を
目
標
」
と
抱

負
を
述
べ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
工
事
が

難
航
し
長
期
化
す
る
間
に
遠
洋
漁
業
が
転

換
期
を
迎
え
た
こ
と
も
あ
り
、
遠
洋
漁
業

基
地
と
し
て
の
計
画
は
水
泡
に
帰
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

一
方
こ
の
間
、
漁
師
た
ち
の
間
で
は
漁

業
に
見
切
り
を
つ
け
、
農
業
に
転
業
す
る

人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
農
業
人
口
が
増
加
し
た
こ

と
は
、
こ
の
後
、
現
在
へ
と
続
く
農
業
王

国
赤
羽
根
を
支
え
る
原
動
力
の
一
つ
と

な
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
執
筆
委
員
・
石
井
一
希
）

▼「
早
春
賦
」の
歌
詞
の
と

お
り
、立
春
を
過
ぎ
た
と
は

い
え
ま
だ
ま
だ
寒
い
こ
の

時
期
。で
も
、太
陽
の
光
を
浴
び
、一

帯
を
黄
色
く
染
め
る
景
色
を
眺
め
る

だ
け
で
、春
の
息
吹
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
よ
ね
。「
２
０
１
５
渥
美

半
島
菜
の
花
ま
つ
り
」も
３
月
末
ま

で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、郷
土
の

「
春
」を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。（
Ｈ
）

【
表
紙
の
写
真
】満
開
の
菜
の
花
畑（
加
治
町
）
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